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商品市況展望 平成 24 年 6 月 3 日記 

 

 11111111 年半ぶりの円高年半ぶりの円高年半ぶりの円高年半ぶりの円高////ユーロ安との事で、商品相場が急落しているユーロ安との事で、商品相場が急落しているユーロ安との事で、商品相場が急落しているユーロ安との事で、商品相場が急落している。なぜユーロ安だと商品が下

がるのかと言えば、これは簡単な話だ。 

〇ドル高/ユーロ安でドル建て商品価格が下落する 

 ↓ 

〇国内相場は、それに円高もプラスされて輸入コストの低下から更に下がる 

 ↓ 

〇また欧州債務問題は、中国などの新興国バブルも崩壊に向かわせるかもという懸念も生む 

 ↓ 

〇そうして世界各国の株価が下げ、商品需要の低下懸念も出る 

 ↓ 

〇リスクマネーが消えて行き、更に商品価格を押し下げる 

 

 ざっとこんなところであろう。このために今週の国内商品市場は、金・プラチナが金・プラチナが金・プラチナが金・プラチナが 5/315/315/315/31 までまでまでまで

一代安値の更新で、それぞれ一代安値の更新で、それぞれ一代安値の更新で、それぞれ一代安値の更新で、それぞれ 3,9003,9003,9003,900 円割れ、円割れ、円割れ、円割れ、3,5003,5003,5003,500 円台前半まで下落円台前半まで下落円台前半まで下落円台前半まで下落。 

 ゴムと原油・石油製品は、週末金曜日までゴムと原油・石油製品は、週末金曜日までゴムと原油・石油製品は、週末金曜日までゴムと原油・石油製品は、週末金曜日まで一代安値更新の一代安値更新の一代安値更新の一代安値更新の下落下落下落下落で、更にその後の夜間取引で

も下落。穀物相場でもコーンが安値更新穀物相場でもコーンが安値更新穀物相場でもコーンが安値更新穀物相場でもコーンが安値更新、大豆はそこまでは至っていないが、やはり急落中とな

った。 

 

 元々、ユーロなんていう通貨は欠陥マネーであり、今はユーロ安で実はドイツは万々歳かもし

れないけれども、『いずれは無くなる通貨だろう…いずれは無くなる通貨だろう…いずれは無くなる通貨だろう…いずれは無くなる通貨だろう…』という事はコメントしてきた。だが悪いの

はユーロだけではなく、ドルだって、円だって盤石ではなく、『言うならば通貨全体がダメなの言うならば通貨全体がダメなの言うならば通貨全体がダメなの言うならば通貨全体がダメなの

だから、商品相場には強材料になるだろう…だから、商品相場には強材料になるだろう…だから、商品相場には強材料になるだろう…だから、商品相場には強材料になるだろう…』という考え方が基本にあったわけだ。 

 だから当初、GW 明けの暴落は買い場の接近としていたのだが、通貨は相対的なものでありユ

ーロがダメなら円もドルも買われる、そして株価も下がる、商品も下がる、という判断が若干遅

れてしまったわけだ。 

 せっかくの大暴落相場の中で、売りを一貫して推奨してきたのは穀物相場であり、本当に『今

の相場はヤバイよ！』という提言は先先週くらいにやっと腹が決まった状況だった。 

 

 今の考え方は、まずは今の考え方は、まずは今の考え方は、まずは今の考え方は、まずは 6666 月月月月 17171717 日のギリシャ再選挙の終了からしばらく後までは、相場の底は日のギリシャ再選挙の終了からしばらく後までは、相場の底は日のギリシャ再選挙の終了からしばらく後までは、相場の底は日のギリシャ再選挙の終了からしばらく後までは、相場の底は

打たないだろうというものだ打たないだろうというものだ打たないだろうというものだ打たないだろうというものだ。だから、商品の買い場は 6 月末くらいになるのでは？との考え

方だ。 

 しかしそんな中、週末の週末の週末の週末の NYNYNYNY 市場ではまた大波乱市場ではまた大波乱市場ではまた大波乱市場ではまた大波乱。原油は暴落で、穀物も安いが、貴金属＝原油は暴落で、穀物も安いが、貴金属＝原油は暴落で、穀物も安いが、貴金属＝原油は暴落で、穀物も安いが、貴金属＝

特に金相場が一気に反騰特に金相場が一気に反騰特に金相場が一気に反騰特に金相場が一気に反騰。買われた材料は、米雇用統計がまた悪化したため、QE3 論が再び台

頭して国内換算 135 円高の急騰だ。 

 金だけ急騰し、プラチナはその半分の上昇で、原油は急落。何だかリーマンショック以降の相

場に似てきている。またしても『金だけは別』の相場になるのか？  

それこそ金だけは、通貨安だと買われても全くおかしくないわけだし、上がる時にはユーロ安

だろうが、中国バブルの崩壊だろうが、何だろうが関係なく上がる。いずれにせよ、大きく動く

のはチャンスだ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \4,032 46 \4,037 46 

5 月 29 日 \4,034 2 \4,039 2 

5 月 30 日 \3,966 -68 \3,968 -71 

5 月 31 日 \3,966 0 \3,968 0 

6 月 1 日 \3,932 -34 \3,934 -34 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『目先は底打ちしたような気がせんでもないが、戻りを積極的に

買い進むほどの相場ではなかろう。突っ込みは軽く拾っても、戻りはまだ売りに分があるか』と

コメントした。 

今週の相場展開は、3,8933,8933,8933,893 円（円（円（円（5/315/315/315/31）の安値まで下落）の安値まで下落）の安値まで下落）の安値まで下落と、3,900 円割れまで示現。年初来安値

の更新となり、終値ベースでは週末まで下落であった。 

しかしその後の夜間取引では、何と一気にその後の夜間取引では、何と一気にその後の夜間取引では、何と一気にその後の夜間取引では、何と一気に 4,1004,1004,1004,100 円に迫るところまで大暴騰円に迫るところまで大暴騰円に迫るところまで大暴騰円に迫るところまで大暴騰。夜間取引の終

わりは、前日比前日比前日比前日比 138138138138 円高の円高の円高の円高の 4444,072,072,072,072 円で終了円で終了円で終了円で終了している。 

○東京金日足 

…削除済み… 

年初来の高値 4,6544,6544,6544,654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→3,3,3,3,893893893893 円（円（円（円（5/275/275/275/27）まで）まで）まで）まで 761761761761 円円円円下げ下げ下げ下げた相場であり、やっぱりダた相場であり、やっぱりダた相場であり、やっぱりダた相場であり、やっぱりダ

メな相場だったな…と書こうと思っていたわけだが、その後の夜間取引では大暴騰であるメな相場だったな…と書こうと思っていたわけだが、その後の夜間取引では大暴騰であるメな相場だったな…と書こうと思っていたわけだが、その後の夜間取引では大暴騰であるメな相場だったな…と書こうと思っていたわけだが、その後の夜間取引では大暴騰である。 

 

週末発表された米雇用統計は、失業率が米雇用統計は、失業率が米雇用統計は、失業率が米雇用統計は、失業率が 8.28.28.28.2％に上昇と％に上昇と％に上昇と％に上昇と昨年昨年昨年昨年 6666 月以来の悪化月以来の悪化月以来の悪化月以来の悪化。これでこれでこれでこれで NYNYNYNY ダウダウダウダウ

は急落したが、金相場はは急落したが、金相場はは急落したが、金相場はは急落したが、金相場は QE3QE3QE3QE3 期待の買いが入って期待の買いが入って期待の買いが入って期待の買いが入って 60606060 ドル近い大暴騰ドル近い大暴騰ドル近い大暴騰ドル近い大暴騰。 

この一発だけで『相場は底打ちした、もう今後は買いしかない！』とまで断言できるものでも

ないし、どうなるかはもう 2～3 日様子を見たいところ。 

 

だがいずれは、再び金の買い時代は到来するのだろう…と予感させる再び金の買い時代は到来するのだろう…と予感させる再び金の買い時代は到来するのだろう…と予感させる再び金の買い時代は到来するのだろう…と予感させるには、十分な急騰だっ

たかもしれない。なぜなら、…中略… 

 

チャートでは相対力指数の逆行の後、チャートでは相対力指数の逆行の後、チャートでは相対力指数の逆行の後、チャートでは相対力指数の逆行の後、4,1004,1004,1004,100 円台と来ればネックラインも突破するので、チャ円台と来ればネックラインも突破するので、チャ円台と来ればネックラインも突破するので、チャ円台と来ればネックラインも突破するので、チャ

ートでは買いになるートでは買いになるートでは買いになるートでは買いになる。ただし 4,200 円台はまだ戻りの限界のところで、今回急騰した QE3 が実現

しないと、もう一度昨年 12 月の安値 3,808 円をトライする事態も十分に有り得るだろう。 

よって現在の価格からは、上に 200 円程度、下にも 200 円程度がある可能性を考え、慎重に対

処する必要があるだろう。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 

12 月 30

日 

\3,932 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\3,935 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\3,933 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\3,933 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \\\\3,8943,8943,8943,894    5555 月月月月 31313131 日日日日    \3,934 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \\\\3,8933,8933,8933,893    5555 月月月月 31313131 日日日日    \3,934 

  

○NY 金日足（5/31 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 6/16/16/16/1 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 57.957.957.957.9 ドルドルドルドル高高高高のののの 1620.51620.51620.51620.5 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。安値は 1545.5 ドル、高

値 1630 ドルであり、何と上下 84.5 ドルの動きであった。 

当初は欧州債務危当初は欧州債務危当初は欧州債務危当初は欧州債務危機によるリスク回避で売られ、その後に雇用統計の悪化～株価の急落～機によるリスク回避で売られ、その後に雇用統計の悪化～株価の急落～機によるリスク回避で売られ、その後に雇用統計の悪化～株価の急落～機によるリスク回避で売られ、その後に雇用統計の悪化～株価の急落～QE3QE3QE3QE3

期待の買いで大暴騰したわけだ期待の買いで大暴騰したわけだ期待の買いで大暴騰したわけだ期待の買いで大暴騰したわけだ。 

 

この動きは、すでに東京市場には夜間取引で織り込み済みだが、NYNYNYNY のチャートはのチャートはのチャートはのチャートは 1530153015301530 ドル割ドル割ドル割ドル割

れ→れ→れ→れ→1600160016001600 ドル台に乗せた事でネックラインもオーバーとなり、底打ちを示唆するチャートであドル台に乗せた事でネックラインもオーバーとなり、底打ちを示唆するチャートであドル台に乗せた事でネックラインもオーバーとなり、底打ちを示唆するチャートであドル台に乗せた事でネックラインもオーバーとなり、底打ちを示唆するチャートであ

るるるる。 

1660 ドル辺りでは上値も一度押さえつけられそうだが、その時の市場人気がどうなっている

かで、大暴騰の開始になるのか？戻り売りを脱しきれないか？の分かれ道になるのだろう。 

 

ただし現状の動きは、GFMS が発表した『今年の価格予想今年の価格予想今年の価格予想今年の価格予想レンジはレンジはレンジはレンジは 1530153015301530～～～～1920192019201920 ドルで、平ドルで、平ドルで、平ドルで、平

均価格は均価格は均価格は均価格は 1731173117311731 ドルドルドルドル』にまだ沿っているわけで、これが正解なら下も出たのだから、今度は上が

出てもおかしくはない。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/5/5/5/29292929 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

6/16/16/16/1 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、換金売りで大きく下げた相場が、週末一発の急騰で NY 金のチャ

ートは変化。実際に QE3 が行われる可能性があるかどうかに注目であり、更に期待が高まる様な

ら底入れ完了。失望するようなら、再度の安値を更新となるだろう。来週はその分かれ道だろう。 
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今週のプラチナの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \3,678 35 \3,698 35 

5 月 29 日 \3,676 -2 \3,692 -6 

5 月 30 日 \3,620 -56 \3,637 -55 

5 月 31 日 \3,657 -63 \3,575 -62 

6 月 1 日 \3,528 -29 \3,544 -31 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『まだ底打ちの確証は無し。相対力指数は逆行を示してい

るが、それだけで買うのはまわりの経済状況から見て不安である。目先はまだ、戻り売りに分が

あるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けこそ反発したが、その後はまた断続的に下落。安値は安値は安値は安値は 3,5313,5313,5313,531 円（円（円（円（5/315/315/315/31））））

を記録を記録を記録を記録である。 

しかし週末の夜間取引（6/4 付となる）では、NY 市場での金の急騰の影響を受け、プラチナも

反騰。高値は高値は高値は高値は 3,6463,6463,6463,646 円と円と円と円と 100100100100 円以上の急騰で、夜間の終値も円以上の急騰で、夜間の終値も円以上の急騰で、夜間の終値も円以上の急騰で、夜間の終値も 81818181 円高での終了円高での終了円高での終了円高での終了であった。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14））））→→→→3,3,3,3,531531531531 円（円（円（円（5/5/5/5/31313131）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は 1,0581,0581,0581,058 円となり、ついに円となり、ついに円となり、ついに円となり、ついに 1,0001,0001,0001,000 円以上の円以上の円以上の円以上の

下げを演じることとなったわ下げを演じることとなったわ下げを演じることとなったわ下げを演じることとなったわけだけだけだけだ。 

昨年末大納会の安値である 3,376 円に向かって下げていたわけだが、前述のとおり週末の夜間

取引では急騰。さて、これでまた相場が変化するのかどうかというところ。 

 

もっとも NY 市場では、金は 57.9 ドル高の急騰だが、プラチナは 15.6 ドル高と金に比べれば

大したことのない上げでの終了だ。換算では 63 円高であり、東京の夜間は買われすぎ。 

 

ズバリ結論から先に言えば、プラチナの急騰は単なる金への連れ高であり、本当に QE3 が行わ

れてリスクマネーが戻るようなら別だろうが、この一発だけではまだ買えない相場であろう。株

価の急落の中で、市場は QE3 を期待したものの、見送りとなれば一転失望売りの可能性もあろう。 

 

もっともすでに 1,000 円下げた相場であり、…中略… 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23 日 \3,370 

12 月 30

日 

\3,528 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,535 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,542 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,546 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \\\\3,5303,5303,5303,530    5555 月月月月 31313131 日日日日    \3,544 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \\\\3,5313,5313,5313,531    5555 月月月月 31313131 日日日日    \3,544 

 

〇白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、3,544 円（プラチナ）－3,934 円（金）＝－－－－390390390390 円円円円。今週も逆ザヤの拡大

が進行した。 

 

－－－－547547547547 円（円（円（円（12/512/512/512/5）→）→）→）→95959595 円（円（円（円（3/163/163/163/16）まで）まで）まで）まで拡大したサヤだが、拡大したサヤだが、拡大したサヤだが、拡大したサヤだが、そこで反転した相場はそこで反転した相場はそこで反転した相場はそこで反転した相場はプラチナプラチナプラチナプラチナがががが

割安割安割安割安へ向かうへ向かうへ向かうへ向かうトレンドのままトレンドのままトレンドのままトレンドのままだだだだ。週末の夜間取引の急騰も、このサヤには更に逆ザヤ進行の方向

にしかなっていない。 

 

結論として当方の相場観は、週末の夜間取引では金への連れ高で急反騰したが、それでもまだ

買いトレンドへの転換はまだ。株価下落からの QE3 期待はプラチナ相場には諸刃の剣であり、プ

ラチナを買うなら金の方がマシという展開は続くだろう。 

 

 

    

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \25,510 -340 \22,380 410 

5 月 29 日 \24,810 -700 \22,200 -180 

5 月 30 日 \24,030 -780 \21,910 -290 

5 月 31 日 \23,440 -590 \21,850 -60 

6 月 1 日 \23,150 -290 \21,570 -280 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『戻り売り一貫の相場であろう。すでに天井を打っている相場に、買い目な

ど無いというのが当方の見方である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けこそ反発したものの、その後は断続的に下落。下げ幅自体はそんな

に大きくないが、21,55021,55021,55021,550 円まで下げて年初来安値を更新円まで下げて年初来安値を更新円まで下げて年初来安値を更新円まで下げて年初来安値を更新である。 

○ 東京コーン日足 
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…削除済み… 

25,18025,18025,18025,180 円（円（円（円（3/193/193/193/19）→）→）→）→22221,1,1,1,555555550000 円（円（円（円（6/16/16/16/1））））までまでまでまで 3,3,3,3,630630630630 円円円円の下落の下落の下落の下落中である中である中である中である。道中たまに戻るし、現

在の相対力指数は 35 ポイント台であり、まだ 20 ポイント割れまで出ている暴落銘柄が多い中で

は、逆に下げ余地があるというのが当方の見方だ。 

 

作付面積は 75 年ぶりの高水準であり、今のところ天候も良好である。よって生産高も史上最

大の豊作予想であり、これで上がるというのならば、コーン以外の外部要因からの買い材料でも

出ないと無理に決まっておろう。 

今週は期近もガタガタと崩れ始めており、シカゴも底抜けの状況。まだまだ下がるというのが、

当方の考え方だ。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8 月 30 日 \22,110 

12 月 15

日 

\23,150 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13 日 \21,930 

11 月 28

日 

\24,600 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\25,060 3 月 19 日 \21,110 1 月 1 日 \21,490 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\24,890 3 月 19 日 \20,960 5 月 15 日 \21,020 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,180 3 月 19 日 \21,350 5 月 14 日 \21,370 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \23,530 4 月 20 日 \\\\21,55021,55021,55021,550    6666 月月月月 1111 日日日日    \21,570 

  

○シカゴコーン日足（5/31 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 6/16/16/16/1 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 3.753.753.753.75 セント安セント安セント安セント安のののの 551551551551.50.50.50.50 セントセントセントセント。新穀は 12 セントほど安く、

若干の逆ザヤでもある。 

当方としては、いずれ 4 ドル台に入るのだろう…という考え方だ。 

    

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/5/5/5/22229999 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、いずれは 2 万円を割り込む相場だと見ている。この夏場は戻り売

り一貫で、秋のハーベストプレッシャ－を待ちたい。 

 

 

今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \46,700 400 \43,890 690 

5 月 29 日 \48,000 1300 \44,270 380 

5 月 30 日 \47,000 -1000 \44,280 10 

5 月 31 日 \46,000 -1000 \43,830 -450 

6 月 1 日 \43,600 -2400 \42,620 -1210 
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続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『ファンダメンタルズはコーンに比べれば強いだろうが、所詮は天井を打っ

ている相場であろう。戻り売りに変化なしと読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、週半ばまでは戻りとなっていたが、週末には一気に急落週末には一気に急落週末には一気に急落週末には一気に急落。まだ新安値更新

とはなっていないものの、当限の下落で逆ザヤは大きく縮小である。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

コーンと違って在庫が少ないなど強材料がある大豆相場は、まだ 5/15 の安値も切っていない

し、今年の安値である今年の安値である今年の安値である今年の安値である 38,00038,00038,00038,000 円台まではまだまだ遠い円台まではまだまだ遠い円台まではまだまだ遠い円台まではまだまだ遠い。 

 

それでもそれでもそれでもそれでも 46,68046,68046,68046,680 円（円（円（円（4/94/94/94/9））））からはからはからはからは 5,0005,0005,0005,000 円近く下げた円近く下げた円近く下げた円近く下げたわけで、わけで、わけで、わけで、チャートでも一目均衡表の雲チャートでも一目均衡表の雲チャートでも一目均衡表の雲チャートでも一目均衡表の雲

の下へ出てきた格好であるの下へ出てきた格好であるの下へ出てきた格好であるの下へ出てきた格好である。 

これで新安値更新となれば、まさに下げはこれから…という事になるだろう。夏場には 140

ドルになると騒がれた原油だって今の状況である。ちょっと在庫が少ないくらいで、大豆が下が

ることはないというわけはないだろう？ 

 

今のところ米穀倉地帯の天候は順調で、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 

12 月 16

日 

\43,600 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 

12 月 15

日 

\44,860 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \45,340 4 月 9 日 \36,410 

12 月 15

日 

\45,450 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \45,750 4 月 9 日 \36,830 

12 月 16

日 

\43,740 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \46,680 4 月 9 日 \41,050 2 月 16 日 \42,530 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \45,420 4 月 16 日 \41,770 5 月 15 日 \42,620 

 

○シカゴ大豆日足（5/31 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 6/16/16/16/1 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 4.254.254.254.25 セントセントセントセント高の高の高の高の 1313131344.2544.2544.2544.25 セントセントセントセント。国内換算では 40

円安である。 

雇用統計悪化からのドル安、金の急騰に連れ高したわけだが、実は上がっているのは当限 7

月のみ。新穀はコーン同様に新穀はコーン同様に新穀はコーン同様に新穀はコーン同様に 12121212 セントほど安いセントほど安いセントほど安いセントほど安い。しかも逆ザヤである。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/5/5/5/22229999 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、内外ともチャートはどんどん悪化している。そんな中でファンド

の買いはまだ高水準であり、いずれ投げてくるとの判断である。戻り売り一貫の相場であろう。 
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〔〔〔〔コメコメコメコメ〕〕〕〕    

今週のコメの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \17,200 -100 \15,200 -110 

5 月 29 日 \17,100 -100 \15,130 -70 

5 月 30 日 \16,810 -290 \15,060 -70 

5 月 31 日 \17,200 390 \15,060 0 

6 月 1 日 \17,000 -200 \15,200 140 

    

〇東京コメ日足 

…削除済み… 

 ついに東穀取が解散に追い込まれ、コメは 2 月を目処に関西商品取引所に移管される模様。ち

なみにコメ以外のものは、東京工業品取引所に移管であり、コーン・大豆・小豆などがそうなる。 

 

 せっかくのコメ相場なのだが、関西は今のザラバではなく板寄せになるらしいし、ちょっとも

う参加は難しいかもしれない。 

 補助金廃止の報でも、全く今週後半に動かなかったし、出来高も少なかったのがコメの未来を

暗示したか。困ったもんだ。 

 早場米が出回り始めれば、どうなるかはまだ判らんが…。 

 

東京コメ一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \14,170 

12 月 21

日 

\17,900 5 月 15 日 \13,480 1 月 11 日 \17,000 

2012 年 7 月 \14,240 1 月 23 日 \17,700 5 月 16 日 \13,820 1 月 26 日 \17,000 

2012 年 8 月 \14,200 2 月 21 日 \16,940 5 月 16 日 \14,090 4 月 2 日 \16,020 

2012 年 9 月 \14,200 3 月 21 日 \16,690 5 月 14 日 \13,990 4 月 2 日 \15,400 

2012 年 10 月 \15,210 4 月 23 日 \16,710 5 月 15 日 \\\\15,11015,11015,11015,110    5555 月月月月 31313131 日日日日    \15,250 

2012 年 11 月 \15,500 5 月 21 日 \15,890 5 月 23 日 \15,000 5 月 24 日 \15,200 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 267.7 3.2 270.3  

5 月 29 日 270.0 2.3 271.9 1.6 

5 月 30 日 272.5 2.5 271.7 -0.2 

5 月 31 日 263.8 -8.7 262.3 -9.4 

6 月 1 日 260.0 -3.9 255.3 -7.0 

先週号においては『タイ介入からの上昇は｢往って来い｣で終了したが、これ以上舐めるのも良

くないだろう。これからは買い場探しであり、チャートの好転を待つのが良いだろう』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、週前半は比較的確りしていたが、週後半からまた大崩れ。週末にはまたし

ても暴落となり、新安値を更新新安値を更新新安値を更新新安値を更新である。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

週末には週末には週末には週末には 254.7254.7254.7254.7 円（円（円（円（6/16/16/16/1）まで下落であり、夜間取引では更に下落の）まで下落であり、夜間取引では更に下落の）まで下落であり、夜間取引では更に下落の）まで下落であり、夜間取引では更に下落の 250.3250.3250.3250.3 円円円円（（（（5555 円安）まで円安）まで円安）まで円安）まで

出ている出ている出ている出ている。 

 

産地との割安、タイの市場介入で買われた相場も、あっという間に往って来いどころか、更な

る下落である。 

こうなった原因は、タイの市場介入の動きが鈍いからであるこうなった原因は、タイの市場介入の動きが鈍いからであるこうなった原因は、タイの市場介入の動きが鈍いからであるこうなった原因は、タイの市場介入の動きが鈍いからである。20 万トンの買い付け発表だっ

たものは、現在のところは 4300 トンしか行われておらず、これでは完全に舐められている状況

だ。 

…中略… 

 

結論から先に言えば、すでに年初来安値も更新している相場であり、外部環境もどんどん悪化

している中では、とても買える相場ではない。戻ったら売った方がマシというものだろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 279.6 

12 月 22

日 

339.5 2 月 27 日 252.2 5 月 17 日 260.0 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 254.0 5 月 17 日 258.1 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 257.7 5 月 17 日 258.4 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 257.8 257.8 257.8 257.8 6666 月月月月 1111 日日日日    258.6 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 256.0 256.0 256.0 256.0 6666 月月月月 1111 日日日日    257.6 

2012 年 11 月 267.8267.8267.8267.8    5555 月月月月 28282828 日日日日    274.0274.0274.0274.0    5555 月月月月 30303030 日日日日    254.7 254.7 254.7 254.7 6666 月月月月 1111 日日日日    255.3 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、5 月限 260.0 円～10 月限 255.3 円と 4.74.74.74.7 円の円の円の円の逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。また逆ザヤになった格好

である。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 
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国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、5/10 現在で 436 トン増の 15,198 トン。2 旬ぶりの増加である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、5/25 現在で前週比 1,030 トン減の 18,322 トン。 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、週後半に下落で 23,000 元台半ばまで下落中。 

 

相場はかなり悪質なようだ。原油価格も下落している中では、必然的に合成ゴム価格も下落す

るわけであり、タイの介入だけで上がるのはどんどん難しくなって来ているだろう。 

 

 結論として当方の相場観は、外部環境が悪化している中で、頼みの綱のタイの市場介入は口先

だけで具体性がまだ無い。このような状況では、まだ底を打ったとは到底言えないので、戻り売

りを継続するしかあるまい。 

 

 

    

〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \54,010 40 \51,340 390 

5 月 29 日 \53,930 -80 \51,540 200 

5 月 30 日 \53,960 30 \50,950 -590 

5 月 31 日 \53,880 -80 \49,230 -1720 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 1 日 \49,290 -960 \47,930  

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『まだ底打ちは確認出来ず。NY 原油の 90 ドル割れは底値圏の可能性もある

が、東京原油はそれに比べるとまだ下げ足りない印象があるゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 30303030 日に急落日に急落日に急落日に急落。その後も下げ続けた相場は、週末には 82.2982.2982.2982.29 ドルドルドルドル

の安値まで記録の安値まで記録の安値まで記録の安値まで記録しており、90 ドル割れどころか、80 ドル台突入も有り得る状況になってきた。 

 

東京原油東京原油東京原油東京原油もももも、週半ばからまた下げに転じ、週末には 47,78047,78047,78047,780 円（円（円（円（6/16/16/16/1））））まで下落。5 万円割れど

ころか、5 万円を割れても下げに加速がついた。なお夜間取引では更に急落して、夜間取引では更に急落して、夜間取引では更に急落して、夜間取引では更に急落して、45,69045,69045,69045,690 円の円の円の円の

安値まで記録安値まで記録安値まで記録安値まで記録している。これは前日比 2,240 円安だった。 

 

○ NY 原油日足（5/31 現在） 

…削除済み… 

週末週末週末週末 6/16/16/16/1 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 3.303.303.303.30 ドル安ドル安ドル安ドル安のののの 83.2383.2383.2383.23 ドルドルドルドル。国内換算では 15 時半比 1,770 円安

であるが、取りあえず夜間取引で織り込み済みではある。 

安値は安値は安値は安値は 82.2982.2982.2982.29 ドルと更にドルと更にドルと更にドルと更に 1111 ドルほど安いところがあり、金の急騰とは真逆の展開で、米雇用ドルほど安いところがあり、金の急騰とは真逆の展開で、米雇用ドルほど安いところがあり、金の急騰とは真逆の展開で、米雇用ドルほど安いところがあり、金の急騰とは真逆の展開で、米雇用

統計の悪化も大きな売り材料とされた展開である統計の悪化も大きな売り材料とされた展開である統計の悪化も大きな売り材料とされた展開である統計の悪化も大きな売り材料とされた展開である。 
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金が買われた原因の QE3 期待は、実際に行われるのならば原油にだって強材料ではあろう。だ

から週明けの夜間取引では上がるのかもしれない。 

だが逆に、金が買われた原因の QE3 がガセネタだったとしたら、金が今度は下げるだけで、原

油もやっぱり下げトレンドのままという展開もある。 

 

少なくとも今は、…中略… 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 98989898 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油は、ドバイ原油は、ドバイ原油は、ドバイ原油は 96969696 ドルドルドルドル台台台台である。NY 原油ほどでは

ないが、これもどんどん値を切り下げている状況。 

 

 5/5/5/5/22229999 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

○東京原油日足 

…削除済み… 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→45,69045,69045,69045,690 円（円（円（円（6/46/46/46/4 付となる週末の夜間取引付となる週末の夜間取引付となる週末の夜間取引付となる週末の夜間取引）まで）まで）まで）までの下げ幅はの下げ幅はの下げ幅はの下げ幅は、、、、17,86017,86017,86017,860 円円円円にににに

及ん及ん及ん及んでいるでいるでいるでいる。ちょっと止まったと思ったら、あっという間にまた大きく値を消したわけだ。 

 

先週号で『NY 原油がすでに昨年 12 月の安値 92 ドル台を大きく割り込んだのだから、これはこれはこれはこれは

東京市場の当時の安値東京市場の当時の安値東京市場の当時の安値東京市場の当時の安値 47,91047,91047,91047,910 円を割り込んだのと同意円を割り込んだのと同意円を割り込んだのと同意円を割り込んだのと同意であり、仮にそこまで下がるのならなお

3,000 円の下げ余地があるということだ』とコメントしたわけだが、NYNYNYNY 原油が原油が原油が原油が 82828282 ドル台というドル台というドル台というドル台という

のだから、更に下げてののだから、更に下げてののだから、更に下げてののだから、更に下げての 45,00045,00045,00045,000 円台もある意味当然円台もある意味当然円台もある意味当然円台もある意味当然。 

 

さて、一体どこまで下がるんだ？と言われても、底を打つまでとしか言いようのない状況であ

り、相場は相場に聞けである。 

取りあえず 2 万円下げなら 43,000 円台であろうし、そこまで行けば 4,000 円ばかり戻して、

その後またどうなるかだと思うが、いずれにしたってデカいハリケーンでも来ない限りは買われ

る材料がないのが現状だ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \64,380 3 月 15 日 \47,910 

12 月 19

日 

\\\\53,88053,88053,88053,880    

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3 月 15 日 \\\\49,05049,05049,05049,050    6666 月月月月 1111 日日日日    \49,290 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \\\\48,56048,56048,56048,560    6666 月月月月 1111 日日日日    \48,790 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \\\\48,33048,33048,33048,330    6666 月月月月 1111 日日日日    \48,480 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \\\\48,14048,14048,14048,140    6666 月月月月 1111 日日日日    \48,280 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \\\\47,86047,86047,86047,860    6666 月月月月 1111 日日日日    \48,100 

2012 年 11 月 \\\\47,65047,65047,65047,650    5555 月月月月 1111 日日日日    \\\\48,18048,18048,18048,180    5555 月月月月 1111 日日日日    \\\\47,47,47,47,780780780780    5555 月月月月 1111 日日日日    \47,930 

  

結論として当方の相場観は、奈落の底に向かってダイビングしている相場であり、現状ではど

どこが底か想像も出来ない状況である。相場は相場に聞けで、チャートでの底入れ確認を待つし
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か方法がない相場であろう。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \67,120 860 \61,550  

5 月 29 日 \67,450 330 \61,760 210 

5 月 30 日 \66,330 -1120 \61,120 -640 

5 月 31 日 \64,600 -1730 \59,200 -1920 

6 月 1 日 \63,450 -1150 \57,570 -1630 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『チャートは下げトレンドを維持しており、下げ止ま

りの気配はまだ無い。よってまだ買える相場ではないだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週半ばからまた暴落が始まった相場が、更に下げを加速させて 6 万円割れ

どころか、週末には週末には週末には週末には 57,00057,00057,00057,000 円台まで下落円台まで下落円台まで下落円台まで下落。夜間取引では更に下落し、55,18055,18055,18055,180 円（円（円（円（6/46/46/46/4 付となる）付となる）付となる）付となる）

まで記録まで記録まで記録まで記録である。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→55,18055,18055,18055,180 円（円（円（円（6/46/46/46/4 付となる週末の夜間取引での安値付となる週末の夜間取引での安値付となる週末の夜間取引での安値付となる週末の夜間取引での安値）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は 22,63022,63022,63022,630

円にも及び、下げ率は円にも及び、下げ率は円にも及び、下げ率は円にも及び、下げ率は 29292929％を突破％を突破％を突破％を突破。 

目標値は昨年 11 月に記録した 59,350 円もあるかも…と考えていたが、その 6 万円割れどころ

か、あっという間にあっという間にあっという間にあっという間に 55,00055,00055,00055,000 円台円台円台円台である。 

 

まさに奈落の底へと下落中の相場であり、値頃感もへったくれも、あったもんじゃない。近日

中に指数調整の戻りはあるとは思うが、さりとて大元の原油価格が上昇するために、世界経済に

明るい見通しでも出ない限りは、とてもじゃないが買える状況ではない。 

そうとしか言えないのが、今のこのガソリン相場であろう。 

    

 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\79,810 3 月 15 日 \62,500 

12 月 30

日 

\63,450 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \\\\62,10062,10062,10062,100    6666 月月月月 1111 日日日日    \62,420 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \\\\66660,6300,6300,6300,630    6666 月月月月 1111 日日日日    \60,890 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \\\\59,03059,03059,03059,030    6666 月月月月 1111 日日日日    \59,200 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \\\\58,00058,00058,00058,000    6666 月月月月 1111 日日日日    \58,120 

2012 年 12 月 \\\\61,47061,47061,47061,470    5555 月月月月 28282828 日日日日    \\\\61,93061,93061,93061,930    5555 月月月月 30303030 日日日日    \\\\57,48057,48057,48057,480    6666 月月月月 1111 日日日日    \57,570 

  

6/16/16/16/1 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

5/5/5/5/26262626 現在の現在の現在の現在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、奈落の底へと下落中の展開であり、今は底値が見えない状況。自
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立反発はあるかもしれないが、買い材料が出ない限りは、まだまだ買える相場ではないだろう。 

 

 

 

今週の灯油の値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

5 月 28 日 \62,120 230 \64,030  

5 月 29 日 \62,390 270 \64,350 320 

5 月 30 日 \61,660 -730 \63,810 -540 

5 月 31 日 \59,980 -1700 \62,180 -1630 

6 月 1 日 \58,770 -1190 \60,970 -1210 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『当先でほぼ同ザヤの状態は売られ過ぎであるものの、チ

ャートはまだ悪すぎる。それが好転しないと、まだ買えない相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週後半にまた暴落した相場が 6666 万円台まで下落万円台まで下落万円台まで下落万円台まで下落。その後の夜間取引では、

58,76058,76058,76058,760 円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録円の安値まで記録である。 

○ 東京灯油日足 

…削除済み… 

高値高値高値高値 75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→58,76058,76058,76058,760 円（円（円（円（6/46/46/46/4 付となる週末の夜間取引での安値付となる週末の夜間取引での安値付となる週末の夜間取引での安値付となる週末の夜間取引での安値）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は

16,97016,97016,97016,970 円円円円とととと、更に下げ幅は拡大し、更に下げ幅は拡大し、更に下げ幅は拡大し、更に下げ幅は拡大したたたた。 

 

週末は 6 万円をまだ維持していたが、夜間取引では 6 万円割れどころか、昨年昨年昨年昨年 12121212 月の安値月の安値月の安値月の安値

58,70058,70058,70058,700 円（円（円（円（2011/12/192011/12/192011/12/192011/12/19））））とほぼ同じところまで下落であるとほぼ同じところまで下落であるとほぼ同じところまで下落であるとほぼ同じところまで下落である。 

この 12 月時点での先物は、2012 年 6 月限という需要期明けの限月であった訳であり、今の先

物は次の需要期の 12 月限であるのだから、実質的にはもうそれ以上の下落をしたと言って良い

レベルだ。 

だから週末時点でも、全限一代安値を更新しているわけであるし。 

 

こういう奈落の底にダイビングしているような相場は、もう完全に底値は見えない。見えない

のだから、買うわけにはいかない。そういう展開であろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\74,500 3 月 15 日 \\\\58,55058,55058,55058,550    6666 月月月月 1111 日日日日    \58,770 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \\\\58,57058,57058,57058,570    6666 月月月月 1111 日日日日    \58,800 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \\\\58,73058,73058,73058,730    6666 月月月月 1111 日日日日    \59,090 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \\\\59,47059,47059,47059,470    6666 月月月月 1111 日日日日    \59,840 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \\\\60,22060,22060,22060,220    6666 月月月月 1111 日日日日    \60,540 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \64,550 5 月 30 日 \\\\60,68060,68060,68060,680    6666 月月月月 1111 日日日日    \60,970 

  

6/16/16/16/1 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 
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5/5/5/5/26262626 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、とてもじゃないが買える相場ではない。完全に底打ちを確認して

から買っても遅くないわけで、この夏場の灯油買いはまだ当分見送りであろう。 

  

  

  

〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

｢円高はあって円高はあって円高はあって円高はあって 78787878 円台円台円台円台｣と考えていたが、それは前回為替介入を行ない、安住大臣が失言した

防波堤が 78.20 円だったためだ。今回も対ユーロでの円高で、介入を示唆はしているが…。 

 

だが週末の NY 市場では、77.6377.6377.6377.63 円と円と円と円と 78787878 円も一時割れている円も一時割れている円も一時割れている円も一時割れている。終わりは 78.04 円であるが、

円高の津波は防波堤を超えたわけだ。 

週末の NY ダウは 300 ドル近い急落で、米雇用統計も悪かったわけで、金だけは QE3 期待で

急反騰。だが米国が金融緩和に踏み切れば、おそらく有効な手は何も打てないだろう日本は、米国が金融緩和に踏み切れば、おそらく有効な手は何も打てないだろう日本は、米国が金融緩和に踏み切れば、おそらく有効な手は何も打てないだろう日本は、米国が金融緩和に踏み切れば、おそらく有効な手は何も打てないだろう日本は、

更なる円高到来も有り得るか更なる円高到来も有り得るか更なる円高到来も有り得るか更なる円高到来も有り得るか。 

 

年初来の円高水準である 76.02 円（2/1）が、ターゲットになる恐れは十分にあるかもしれな

い。介入が無い限りは…という条件付きではあるもののだ。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

円高/ユーロ安が進んでいるのは、ニュースで 11 年半ぶりの円高だと騒いでいるから、皆が周

知の事だろう。ともかく 97.02 円（1/16）の年初来高値も更新し、96 円台へと突入したのが 5/31

である。 

だから商品市場は、5/31 にみな暴落したわけだ。 

 

週末の NY 市場では、高値高値高値高値 95.5695.5695.5695.56 円円円円があり、安値 97.47 円もあって、終わりは 96.89 円。指

数はとっくに 20 ポイントも割れており、自立反発はあってもおかしくないが、一体ユーロが対

円で高くなる要素ってある？ 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

週末の NY 市場では、雇用統計の悪化で、対ユーロでのドル高は一旦止まったわけだが、ト

レンドはまだ変わったわけじゃない。 

ユーロが出来たばっかりの頃は、1 ユーロ＝1 ドル以下だった事もあったわけで、まだどうな

るかは判らないと考えた方が無難だろう。 
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このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

 

        メールアドレス info@higenaka.com 

 


